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経験に基づく実験動物の行動変容
二 谷 寅 -Jtiヽ
岡山大学文学部心理学教室
1.初期経験と後期経験との関連による実験動物
の学習および発達の促進と遅滞
岡山大学文学部心理学教室動物実験室は,昭和
40年4月より京都大学医学部純系動物飼育室より
Wistar系ラットを導入し,昭和53年11月まで維
持 した｡ 次いで,53年 9月には国立遺伝学研究所
よりFischerラット(F344)を導入し,現在まで維
持 している｡ この変化は,昭和53,54,55年度文
部省総会研究 (A)｢行動研究分野における実験
動物の開発と利用(代表者 :藤島 通)｣の分担研
究に基づいている｡
さて,カナダのモントリオールの心理学教室の
HebbanbWilliams(1946)は,出発箱と同標箱
は一定にして,約 1メー トル四方の白いオープン
フィールドに黒いブロックによる障害物を立てる
ことにより12問題の回り道問題をラットに課して
動物の知的機能を測定した｡筆者は60匹の雄の,
KYO-Wistar ラットを用いてこのHebb-Willi-
ams知能検査法を再検討し,図1の様にその繰 り
返しによる経験効果(experienceeffect)を見出
し,成熟効果(maturationeffect)を見出さなか
った｡この図で,平均エラー得点が多い程,知的
機能が劣ることを示している｡
動物は,検査時以外は個室に隔離(isolation)
されているために,"検査という経験"そのものが
さまざまな学習の機会を提供 していることから,
次の結論が得られる｡
(む知的機能は,経験 (experience)によって変
化する｡
②経験または学習における刺激作用 (stimu-
1ation) は,幼少期の方が効果がある｡ つま●■●●
り初期経験 (earlyxperience)または初期学
習 (early learning)が重要である｡
③ (成熟期学習群(N-20))に見られるように,
経験または学習を欠いて単に成長 しても,知
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図 1 Hebb･Williams 知能検査法の経
験効果と成熟効果(三谷,1962,1972)
的機能は十分には開発されず,かえって著し
い発達遅滞が生じる｡ 従って,成熟(matura-
tion)とは単に発生からの経過時間ではない｡
④ (初期学習一学習継続群(N-20))に見られ
るように,初期学習を行ない,適度に続ける
と発達 (development)は促進され,.最高の
知的機能に達する｡
(参 (初期学習一学習非継続群(N-20))に見ら
れるように,初期学習を行っても,その後の
後期経験 (laterexperience)または後期学
習 (laterlearning) を欠くと,初期学習の
効果は消える｡
以上の様に,ラットの学習においても,生後50
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日頃の "初期学習"の方が効果が有り,それは10
日頃の同量の成熟期学習をもってしても回復でき
をいものがあるという意味で,Freud (1917).
Lorenz (1935),Scott(1950,1974)等の説く
臨界期 (criticalperiod)が存在するのである｡
しかし,(初期学習一学習非継続群)の効果が,
3カ月間の隔離により消失していることから分る
ように,臨界期に獲得 したものがそれだけで絶対
的効果を持つのではをくて,(初期学習一学習継続)
という刺激作用の短時間の人力と間欠的持続が必
要なのであり,成体の完全を成熟を出現させるメ
カニズムを支える必須の一要因として,臨界期に
おける刺激作用の入力があると考察される｡
2.潜在学習という認知経験の効果
以上より, KYO-Wistar ラットの行動(beha-
vior)が,発達段階のどの時点でHebb-Williams
知能検査法を体験 したか,過去に何回体験 したか,
その体験間隔はどの位のリズムであったか等によ
って著 しく変化 してくることが明らかである｡ な
お,ラットは知能検査時以外は1匹ずつ個室に入
れられ,研究者の手によってすら触れられること
がない｡
次に,本検査は回り道問題事態でのラットの走
行という行動を質的に評価することによって,ラ
ットの知的機能という認知 (Cognition)の能力を●■●●●●■ ●●■
測定 している｡ 従って,経験に基づいて,実験動■●●●●● ●●●●●●●●●●●
物の認知能力という心理面も変容することが明ら
かである｡ 同腹で生まれた日令 140日のKYO-
wistar雄ラットでも,(初期学習一学習継続群)
の実験動物の行動は注意深 く的確であり,最短距
離を落ち着いて迅速に美しく走行する｡ 回り道課
題であるため,見通しのきかない交差点では一時
停止し,頭部のみ左右に振って代理的試行錯誤 し
て思考し,再び走 りだす｡ 目標箱で報酬を摂取 し
たラットを人間が手で取 り出す時,その身体はし
なやかであり,掌の中で遊び,顔 を寄せると眼鏡
に乗り移る｡ その口に人間が指を入れても,決 し
て強 く喫むことをしない ｡
一方,同じ 140日のKYO-Wistar雄 ラットで
も,図1の (成熟期学習群)の行動は全く異なっ
てくる｡ 動物の行動には落ち着きがなく,人間の
手に取 られることに不安 ･恐怖を感じるのか,冒
標箱に近づいても,そこに入ることをかえって回
避する｡ 手に取ると,ラットは身体を硬 くし,そ
の緊張は実験者にまで伝わって来る｡ 知能検査装
置の中でも,実験動物はブラウン運動または多動
(hyperactivity)を示 し,従ってエラー得点は自
ずと高くなる｡ また,排尿 (urination)と排便
(defecation)をくり返 して情動性 (emotionality)
は著 しく高 い ｡
さて,図1の様にHebb-Williams 知能検査法
の繰 り返 しによる経験効果を支える要因(factor)
は何であろうか｡定まった出発箱より,報酬の与
えられる定まった目標箱へ走行するというゴール
･オリエンテーションを獲得すると,ラットのエ
ラー得点は減少して来るのであろうか｡つまり,
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図2 潜在学習という認知経験による
Hebb-Williams知能検査法のエラ
ー得点の減少とその効果の未知の予
備訓練問題への般化 (Motoyoshi,R.
andMitani,K.,1965)
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ThorndikeやSkinnerの行動主義心理学の主張す
る様に,目標箱で0.059の ミルクペ レット2個
を獲得するという強化 (reinforcement) の機能
を経験することが重要をのであろうか｡
それとも,経験効果を支える重要を要因は,
Tolman等の認知心理学の主張する様に強化では
なくて,白い広場に黒いブロックによる回り道事
態を認知することであろうか｡そこで筆者は,約
50日令の40匹の雄のKYO-Wistarラットを4群に
分けて,次の様を実験を実施 した｡第 1の (ゴー
ル ･オリエンテーション群(N-10))は,ブロッ
クは凡て取 り除かれたために約 1メー トル四方の
白い広場と化 した Hebb･Williams知能検査装置
を,出発箱から目標箱へ向けて 1日12試行走行
する様に訓練された｡目標箱には,ペレットとい
う強化が有る｡ 訓練は6日間続 き,72試行の走行
訓練によって,動物は出発箱から直ちにスター ト
して,目標箱に向けて直線的に迅速に走行すると
いう行動を形成 (shaping)した｡
第 2の (潜在学習群(N-10))は,今度は逆に
ペレットという強化を体験 しをかった｡ しかしブ
ロックは存在していて,動物は12の各回り道問題
を60秒間ずっ1日2問題の割合で探索(explora-
tion)することが許された｡ この手続をハニー型
の潜在学習 (latentlearning)と呼ぶ｡その際,
白い広場に黒いブロックが立てられて回り道問題
が構築されている様子を見ることが出来る｡ つま
り "視覚的経験 (visualexperience)"すること
が出来る｡ 更には,そのブロックに触れてみたり
唄いでみたりしながら,その背後にまで回る体験,
つまり "視覚一運動的経験 (visual･motorexpe-
rience)"をすることが出来る｡
第 3の (統制群(N-10))は,ペレットという
強化が体験させられなかったばかりか,更に装置
からブロックを凡て取 り除かれた単なる白い広場
を60秒間ずつ 1日2回探索し,6日間続けられた｡
つまり統制群のラットからは,潜在学習群が経験
した様を視覚的経験や視覚-運動的経験の機会を
奪われた｡
第4の (正常経験群(N-10))は,目標箱には
強化が有り,装置には各問題ごとのブロックが立
てられている正常な状態で1問題6試行走行した｡
1日2問題が与えられ, 6日間で12問題全部を消
化した｡
以上の様に,4群それぞれ異をった経験をした
実験動物をHebb･Williams知能検査法で検査 した
ところ,図2から明らかをように次の三つの意外
とも言える結果が示されている｡
① (ゴール ･オリエンテーション群)はエラー
得点が最も多く,知的機能は統制群と同じ程●●■■●●●●
度に劣っている｡ すなわち実験動物の知的機●■●■●●■ ●●■●●●●■ ●●●●
能は食物を与えられるということ,つまり強●●●■●●●●●■●●■●●
化だけでは充分には開発されをい｡
② (潜在学習群)はエラー得点が最も少なく,
知的機能は正常経験群と同様に優れている｡
すをわち動物の知的機能は,"視覚的経験"と
"視覚一運動的経験"を伴なった潜在学習とい
う認知経験により最も深 く開発される｡
③ その効果は,潜在学習という経験を与えられ
をかった予備訓練問題にまで般化 (genera-
1ize)する｡
3.知覚学習という認知経験の効果
次に,実験動物の認知経験の効果を "視覚的経
験"にのみしぼって追求してみよう｡ 今度は冒頭
で述べたFischerラット (F344)の視覚的経験を
その生育環境壁面の二次元図形のパターンを操作
して研究してみよう｡
岡山大学文学部心理学動物実験室のF344の2
リタ-の雄22匹を生後35日に3群に分ける｡ラッ
トは,天井をスリガラスで覆われた70×40×30cm
の箱に190日間入れられ,毎日14時間照明された｡
図3に示した様に,各群の-壁面にはそれぞれ異
なった図形が呈示されて,ラットはそれを知覚学
普 (perceptuallearning) しながら生育した｡
(角群(N-6))の--壁面には,一辺11cmの黒
と白の正三角形を図3の様に呈示した｡ (曲線群
(N - 6))には,図地面積の等 しい曲線のみによ
る黒い無意味図形を図3の様に呈示した｡ (統制
秤(N- 6))には,白地のみが呈示されて図形は
なかった｡
生後225日に達 した時に,各群のF344ラットを
個室に移した｡ 弁別学習検査に伴をう知覚学習刺
激図形以外の視覚的経験を出来るだけ統制するた
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めに,動物の個室の窓も黒いラシャ紙で覆った｡
さて,Grice型弁別装置で,図4の様に図地の
面積の等 しい黒円を正刺激とし白円を負刺激 とし
た弁別学習 (discriminationlearning)を日に10
試行,試行間隔 (ITI)60秒で行い,9以上の正
反応 を学習完成規準とした｡
l i
3.79cm
卜 9.5cm
黒円刺激什) 白円刺激｢)
図4三谷(1970)による黒円･白円弁別刺激
なお,図4の弁別刺激に関 しては統制群のラット
の場合には偏好 (preference)が無いことを筆者
(1970)はKYO･Wistar雄ラットを用いて明らかに
している｡ ラットは,黒円を選択すればペレット
で強化 された｡
図5から明らかを様に,黒円対白円の弁別学習
曲線が知覚学習した図形の相異に依存 して変化 し
て来る｡不思議をことに,弁別行動 を最も早 く形
成 しているのは く角群)である｡
10 20 30 40 5060 70 80 90100110120130140150160170
試 行
図5 知覚学習した図形の相異に基づく
黒円対白円の弁別学習曲線
弁別 行動の形成が最 も遅 れたのは (曲線群)で
ある｡ Nが少をいために有意ではないが,(角群)
は (曲線群)より優れている (X2- 2.7,df-2.
p(.30)0
更に不思議をことに,(曲線群)は (統制群)に
劣っている｡ つまり, "角"の知覚学習は,視覚
的弁別能力の発達 を高めて,黒円対白円という無
関連刺激対の弁別を促進 し, "曲線"の知覚学習
は,視覚的弁別能力の発達 をかえって妨害するこ
とが示唆 される｡
以上の実験は,F344ラット雄の生後35日から225
日までの経験環境 を操作 したものであった｡追試
として,今度はF344ラット雌の生後240日から395
日までの155日間の経験環境を操作 した｡28匹のラ
ットを図3の (角群(N-10)),(曲線群(N-9))
,(統制群(N-9))の3群に240日令より分けて●●●●
生育 した｡いわば,ラットの後期経験 を操作 して
みた｡動物は,図3の各知覚学習用環境で 155日
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令より395日令まで生育させられた｡毎日天井のス
リガラスを上げて餌を落したが,その隙に実験動
物は跳び上って外を見ようと試みた｡ また,弁別
学習のために,前実験と同様に個室の窓も黒ラシ
ャ紙で覆ったが,多くd)魂吻去嘘 哀如査 (sensory■●●■●●●●●
deprivation)療境に融えかたいのか死亡して行っ●
た｡今回の弁別刺激は,図6の通り横縞を正刺激と
し縦縞を負刺激とした｡ 角群のラット3匹は予備
訓練不能で除外し, 1匹は死亡した｡
≡ ll H
横縞刺激什) 縦縞刺激 仁)
図6 横縞 ･縦縞弁別刺激
(Lashley1930,Hebb 1937,三谷 1984)
曲線群の3匹は死亡し,1匹の腹は異常肥大して
除外された｡統制群の3匹が死亡した｡最も早く
弁別学習を達成したのは(角群)であり,次に(舵
制群)も完了した｡しかし (曲線群)の場合は2
匹が完了したのみで,残 りの3匹については結論
が得られるまでにまだ時間がかかりそうである｡
現時点までに横縞対縦縞の弁別学習完成に要し
た中央値を示すと,以下の通りである｡
角 群 (N- 6) 110試行
統制群 (N-6) 175試行
曲線群 (N- 5) 220試行以上(未定)
前実験の場合と同様に, "角'の知覚学習とい
う認知経験は,実験動物の弁別学習能力を高めて
いる｡ 逆に,"曲線'の知覚学習 という認知経験
は,実験動物の弁別学習能力を妨害している｡ こ
の様に,実験動物の行動と心理とがその生育環境
の何を知覚学習して釆たかという経験 (experi-
ence)によって変容してくるということを常に留
意しながら研究を進めて行くことが必要であろう｡
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